
２１ Kami

　

◆
一
般
投
稿
作
品
◆     　
　

広
報
委
員
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選
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ず 　
　
　
　

   　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

葛
香
る
野
山
に
残
暑
き
び
し
く
て 

楮
佐
古
き
よ

し
い　
　
　
　
　

        　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

椎
の
実
の
ト
タ
ン
を
弾
く
夜
更
け
か
な 
山
﨑　

貴
子

   　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

十
薬
に
占
領
さ
れ
し
花
畑 

山
﨑　

寿
美

         　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　

                    

来
し
方
の
未
完
を
想
ふ
雲
の
峰 

森
本　

幸
美

　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　

 

瓜
の
花
我
が
凡
の
日
を
足
れ
り
と
す 

森
本　

純
喜

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　

逢
ふ
雲
も
別
る
る
雲
も
秋
の
空 

三
谷　

誠
郎

 　
　
　
　

 　

         

な
つ
か
し
き
陽
の
に
ほ
ひ
立
つ
刈
り
田
道 

中
村　

紫
乃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
立
つ
と
肌
に
感
じ
る
朝
の
風 

都
築　

忠
義

  　

                 

す                        

少
し
だ
け
拗
ね
て
横
向
く
夏
帽
子 

上
池　

児
未

　

                     　
　
　
　
　
　

 　

  　
　
　

      　
　

  

雷
を
遠
く
に
聞
き
て
さ
だ
ち
待
つ 

岡
本　

初
美

  

さ
な
ぶ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                    

す
し

早
苗
饗
の
手
苗
供
へ
て
パ
ッ
ク
鮨 

五
百
蔵
利
美

                               

お
し
ろ
い
の
花
の
香
り
に
母
し
の
び 

 

有
澤　

春
江

 　
　
　
　

   　
　
　
　
　
　
　

                  

大
輪
の
花
火
夜
空
に
音
高
く 

三
木　

牧
子

　

◆
か
が
み
野
俳
句
会
◆

  　

         　
　

  　
　

    　

 

風
蘭
の
さ
揺
れ
る
木
陰
匂
ひ
た
つ 

古
川　

信
子

　
　
　
　
　

 　
　

裏
方
の
主
人
に
っ
こ
り
夜
店
か
な 

利
根　

弘
子

　
　
　
　
　
　

                     　
　

寝
つ
か
れ
ず
ベ
ラ
ン
ダ
に
長
居
蛍
の
夜 

森
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朴
散
華
母
の
一
言
あ
り
が
た
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山
崎　

鈴
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

化
粧
塩
程
よ
き
加
減
鮎
料
理 

中
澤　

美
晴

　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　

 　
　

  　
　
　
　
　

      

訃
報
受
く
風
蘭
の
香
の
濃
き
夕
べ 

佐
竹　

洋
子

　
　

◆
美

良

布

俳

句

会

◆

　
　

 　

   　
　
　
　
　
　

 　

             

大
方
は
冷
汗
で
す
と
汗
を
拭
く 

岡
本
か
ほ
る

　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

   

こ
け

雨
や
み
て
の
ぼ
る
山
門
苔
の
花 

明
石
ゆ
き
ゑ

  　
　
　
　

   　

    　

  　
　
　
　

          

田
水
沸
く
峡
に
二
つ
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト 

北
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幸
子
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頃
合
の
ひ
と
つ
脚
付
け
茄
子
の
馬 

北
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里
子                                             

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

発
電
機
揃
え
て
夜
店
次
々
と 

小
野
川
順
子

　
　
　
　
　
　
　

 　

           

ミ
キ
サ
ー
車
止
ま
ぬ
エ
ン
ジ
ン
残
暑
か
な 

前
田　

芳
子

　
　
　
　
　
　

 　
　
　

   

雷
鳴
に
雨
は
ま
だ
か
と
空
仰
ぐ 

中
内
ゆ
か
り

 　
　

 　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　

爽
や
か
や
九
秒
八
一
リ
オ
五
輪 

竹
内　

ろ
草

　

◆
か

ほ

く

俳

句

会

◆

　
　
　
　
　
　

み　
　

 　
　
　

   　

炎
帝
に
躬
の
心
棒
を
抜
か
れ
た
り 

乾　

真
紀
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盆
休
み
人
び
と
増
え
し
梅
ノ
久
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奥
宮
か
な
え

          　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

生
き
て
ゐ
て
不
思
議
と
思
ふ
終
戦
日 

奥
宮
さ
と
み

 　
　
　
　
　
　
　
　

 

そ
ば
だ 　
　
　

  　
　
　
　

 　
　

  

蝉
し
ぐ
れ
耳
欹
て
ば
筆
山
に 

堅
山　

高
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　

              　

 

三
伏
の
連
山
を
見
て
退
院
す 

久
保
内
鏡
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
達
に
近
道
は
な
し
雲
の
峰 

黒
岩
千
英
子

  

戦
知
る
人
の
減
り
ゆ
く
終
戦
日 

小
松　

隆
之

                                                

炎
天
の
人
質
と
な
り
テ
レ
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見
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た
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の
味
を
聞
か
れ
て
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今
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が
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そ
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山
の
日
の
鳶
は
大
き
く
ひ
る
が
え
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に
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甲
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ま
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い　
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省
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玉
音
の
あ
の
日
聞
か
ざ
る
秋
風
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声
に
売
れ
る
暑
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の
な
い
父
の
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ョ
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こ
う
ぶ
ち　
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い
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敗
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忌 
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智
子
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に
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極
暑
な
る
激
辛
も
の
を
皿
に
受
け 

前
田　

小
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

        

ピ
ア
ノ
教
室
看
板
小
さ
く
百
日
紅 
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雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

        

切
り
身
食
べ
イ
ル
カ
の
芸
の
始
む
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笹
岡　

英
世   
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頭
の
中
の
ジ
ジ
と
音
す
る
残
暑
か
な 

西
内　

道
彦

　
　
　
　
　

   　
　
　
　
　
　
　
　

    

風
鈴
を
団
扇
で
な
ら
す
幼
児
か
な 

森
田　

貞
男

　
　
　
　
　
　
　

傘
立
に
日
傘
四
五
本
吾
が
杖
と 

田
村　

一
翠           

　

FAX

な
つ
か
し
き
陽
の
に
ほ
ひ
立
つ
刈
り
田
道

久
し
ぶ
り
の
里
帰
り
で
あ
ろ
う
か
。
取
り
入
れ
の
終

わ
っ
た
田
ん
ぼ
道
。
眼
前
に
広
が
る
懐
か
し
い
風
景
。

時
に
刈
り
田
を
流
れ
る
熱
気
を
帯
び
た
風
が
、
む
っ

と
鼻
を
つ
く
。
『
陽
の
に
ほ
ひ
』
は
実
感
で
あ
る
。

今
月
の
キ
ラ
リ

　

俳
句
・
短
歌
の
投
稿
方
法　

▼
投
稿
方
法
は
自
由
。
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明

記
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
俳
句
は
偶
数
月
、
短
歌
は
奇
数
月
に
掲
載
し
ま
す
。

掲
載
月
の
前
月
の
１
日
ま
で
に
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
誌
面
の
都
合
に
よ
り
掲
載
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
な
お
、
選
者
の
添
削
を
不
要
と
す
る
方
は
添
削
不

要
と
記
し
て
く
だ
さ
い
。

【
投
稿
先
】
総
務
課
内
広
報
委
員
会
事
務
局
「
俳
句
・
短
歌
」
係

〒
782

－

８
５
０
１
（
住
所
記
載
不
要
）　

53

・

５
９
５
８

２１２１２１２１２１２１２１２１２２ aaaaaaaaammmmmmmmmmmmiiiiiiii

吉
井
勇
記
念
館
だ
よ
り

吉
井
勇
記
念
館
だ
よ
り

吉
井
勇
記
念
館
だ
よ
り

吉
井
勇
記
念
館
だ
よ
り

香
北
中
学
校
吹
奏
楽
部　

演
奏
会

◆
問
い
合
わ
せ
先　

吉
井
勇
記
念
館　

☎
58
・
２
２
２
０

　

香
北
中
吹
奏
楽
部
の
演
奏
会

を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。※

参
加
無
料

【
日
時
】
11
月
５
日
（
土
）

14
時
～
15
時

※

13
時
20
分
～
学
芸
員
に
よ
る
展
示

解
説
（
別
途
入
館
料
が
必
要
で
す
）
。

【
場
所
】
猪
野
々
集
会
所

【
送
迎
バ
ス
】

香
美
市
役
所
本
庁
舎
前
よ
り
、

Ｊ
Ｒ
バ
ス
美
良
布
駅
経
由
。

行
き　

12
時
30
分
発

（
美
良
布
駅
12
時
50
分
）

帰
り　

15
時
15
分
発

け
て
い
ま
す
。

　

久
保
は
長
年
、
消
え
ゆ
く
も

の
・
失
っ
て
い
く
も
の
を
テ
ー

マ
に
制
作
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

品
種
改
良
を
重
ね
さ
ま
ざ
ま
な

姿
で
生
ま
れ
て
く
る
金
魚

や
、
山
を
追
わ
れ
今
は
姿

を
消
し
て
し
ま
っ
た
狼
な

ど
を
、
主
に
和
紙
に
ア
ク

リ
ル
絵
具
を
用
い
た
技
法

で
、
美
し
く
、
は
か
な
く

描
い
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
、
人
の
手
に
よ
っ
て

失
わ
れ
て
い
く
も
の
を
描

く
こ
と
で
、
人
間
の
エ
ゴ

や
傲
慢
さ
を
表
現
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
幻
想
的

に
描
か
れ
た
金
魚
の
姿
を

見
て
い
る
と
、
限
ら
れ
た

小
さ
な
水
槽
の
中
で
泳
ぎ

続
け
る
姿
を
思
い
浮
か
べ
、

美
し
さ
の
奥
に
潜
む
切
な

さ
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ

ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

展
覧
会
の
タ
イ
ト
ル
で

あ
る
『
こ
し
か
た
ゆ
く
す

え
』
と
は
、
『
過
去
と
未

来
』
を
意
味
し
ま
す
。
未

奥

物

部

美

術

館

　

奥
物
部
美
術
館
で
は
、
久
保

菜
月
に
よ
る
個
展
『
こ
し
か
た

ゆ
く
す
え
』
を
開
催
し
ま
す
。

　

久
保
菜
月
は
昭
和
59
年
に
高

知
市
に
生
ま
れ
、
平
成
19
年
に

高
知
大
学
を
卒
業
後
、
鳴
門
教

育
大
学
大
学
院
に
進
み
、
独
自

の
絵
画
世
界
を
追
究
し
て
き
ま

し
た
。
個
展
や
グ
ル
ー
プ
展
な

ど
、
高
知
県
内
外
で
活
動
を
続

香
美
市
立
美
術
館

ア
ー
ト
の
窓

ア
ー
ト
の
窓

発
表
の
作
品
と
と
も
に
、
過
去

の
作
品
も
多
数
展
示
す
る
こ
と

で
、
自
身
の
今
後
の
制
作
方
向

と
改
め
て
向
き
合
っ
て
い
く
と

い
う
作
家
の
強
い
意
志
が
感
じ

ら
れ
ま
す
。

　

ぜ
ひ
奥
物
部
美
術
館
へ
足
を

運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

（
香
美
市
立
美
術
館
学
芸
員
・

石
見
陽
奈
）

歌
碑
を
巡
る　

秋
の
里
山
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

吉
井
勇
の
歌
碑
が
た
つ
猪

野
々
を
巡
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
す
。
猪
野
々
の
歴
史
ス
ポ

ッ
ト
や
勇
ゆ
か
り
の
道
な
ど
を

巡
り
ま
す
。

　

勇
の
短
歌
を
は
じ
め
、
彼
が

隠
せ
い
し
癒
や
さ
れ
た
猪
野
々

の
魅
力
を
感
じ
ら
れ
る
ツ
ア
ー

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
10
月
29
日
（
土
）　

10
時
集
合　

※

小
雨
決
行

【
定
員
】
20
人　

※

要
予
約

【
参
加
費
】
１
人
２
千
円　
　

※

入
館
料
込
み
。
弁
当
・
お
茶
付
き
。

【
申
込
締
切
】
10
月
20
日
（
木
）

【
送
迎
バ
ス
】

香
美
市
役
所
本
庁
舎
前
よ
り
、

Ｊ
Ｒ
バ
ス
美
良
布
駅
経
由
。

行
き　

９
時
20
分
発

（
美
良
布
駅
９
時
40
分
）

帰
り　

15
時
15
分
発

※

予
約
時
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
行
程
】 ※

約
４
㌔
の
道
の
り

10
時
＝
記
念
館
集
合
→
10
時
20

分
＝
永
瀬
（
歌
碑
前
）
よ
り
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
ス
タ
ー
ト
→
12
時

＝
猪
野
々
集
会
所
で
昼
食
・
休

憩
→
13
時
＝
記
念
館
・
渓
鬼
荘

見
学
→
14
時
＝
周
辺
の
散
策

（
明
法
寺
・
猪
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＝
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こ し か た ゆ く す え  
－    久 保 菜 月  個 展   －

１０月４日（火）～１１月２７日（日）

休館日／毎週月曜日（祝日の場合、火曜日が休館）

※最終日は午後３時まで

奥物部美術館

２０Kami２１ Kami

な
つ
き

ご
う
ま
ん

▲
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